
大分県聴覚障害者センター 将来ビジョンについて

施設の今後のあり方
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主な課題と解決策

①・高齢の聴覚障がい者の生活に密接に関わる社会福祉施設、医療施設、公共交通機関に、手話
通訳者等の派遣や遠隔手話通訳サービス利用案内のチラシ配布を依頼する。
・県内のニュースや生活情報、県聴覚障害者協会主催のイベント情報をＳＮＳ等で発信する。

②・オンライン環境を整備し、県内各地から手話通訳者等養成講座等の受講者確保を図る。
・市町村での手話講習会の受講者を、センターでの手話通訳者等養成講座受講につなげる。
・園児・小学生を対象とした手話体験会や、県民・企業等を対象とした手話講習会を開催する。
・子ども向けと大人向けの手話学習用動画を制作、ホームページで公開する。

③・当面は総合社会福祉会館の駐車場利用調整会議での調整や臨時駐車場の確保を行い、中長期
的には身体障害者福祉センターと合わせて移転も含めた抜本的な改善策を検討する。

【課題】 【解決策】

①子どもから高齢者まで、幅広い世代の利用
者を確保するため、サービスの充実と広報
の強化が求められている。

②障がい者の社会参加推進のためには、手話
通訳者等の養成・スキルアップや、県民の
障がいに対する理解を深めることが求め
られている。

③手話普及の拠点として、研修会やイベント
を開催する際に、参加者の駐車場スペース
が不足する。

①聴覚障がい者が身近な地域で安心して自立した生活を送れるよう、
相談事業や手話通訳者・要約筆記者の養成・派遣事業等を通して、
社会参加を促進する。

②大分県手話言語条例に基づく手話普及等の拠点である。

①聴覚障がい者の相談や交流、字幕入りDVDの貸出などの
サービスを提供する施設

②手話通訳者、要約筆記者等の養成・派遣や、ボランティア
関係団体等が交流する施設

③県民が手話を身近に感じ、魅力あるものと思えるように
情報発信する施設

存 続
（利活用）

①聴覚障がい者

②手話通訳者、要約筆記者やボランティア等

①聴覚障がい者の社会参加を促進するため、
手話通訳者派遣や遠隔手話通訳など、
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援サービスの広報に取り組む。

②社会的な聴覚障がい者への理解や、手話の
普及促進のための広報・啓発に取り組む。

①施設利用者数の増 （過去３年平均：16,470人／年）
２６，０００人／年 （参考Ｒ１実績：24,978人／年）

②手話通訳者 新規登録者の増 ６人/年（過去３年平均：５.３人）
要約筆記者 新規登録者の増 ２人/年（過去３年平均：１.０人）

③手話普及講座開催回数の増 （過去３年平均：８７回／年）
１００回／年


